
市
弁
の
問
に
溢
を
思
い
お
も
の
も
あ
る
。
温
厚
な
る
二
塁

の
p
鄭
き
も
、
民
問
の
一
儒
者
に
安
ん
じ
て
其
詩
歌
に
曾
皇

の
意
を
寓
し
て
居
把
。
彼
等
の
愚
者
は
其
先
容
に
依
っ
て

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

生
れ
、
而
か
も
よ
り
多
く
内
捻
的
で
あ
っ
把
國
曝
者
の
或

者
ご
共
に
、
幕
府
の
蓮
命
を
咀
ひ
つ
＼
あ
っ
把
Q
が
、
彼

等
ご
公
家
側
こ
の
握
手
は
い
つ
し
か
幕
府
の
嚴
重
な
る
盈

競
の
目
を
掠
め
て
行
は
れ
、
そ
れ
が
叉
少
か
ら
す
後
年
の

回
天
の
業
に
寄
與
し
て
居
る
。

　
至
幸
考
讃
す
る
こ
こ
ろ
に
寝
ろ
て
、
此
期
の
融
資
が
公

家
側
ご
淺
か
ら
ぬ
閥
係
を
有
す
る
こ
ご
は
略
こ
れ
を
關
明

し
た
。
余
輩
は
皇
室
を
中
心
こ
し
て
渦
憲
く
輔
種
の
時
代

思
潮
が
・
帯
心
㍑
復
興
の
一
源
泉
で
あ
り
、
公
家
の
學
風
も
亦

從
凍
一
般
に
信
ぜ
ら
れ
る
よ
り
以
上
の
影
響
を
他
の
儒
學

者
に
及
ぼ
し
て
居
る
こ
ご
を
認
む
る
に
蹄
躇
せ
ぬ
り
而
か

も
時
代
の
大
観
の
前
に
は
公
家
側
も
非
公
家
側
も
な
い
。

彼
等
の
學
風
や
趣
昧
の
共
鳴
は
亦
時
代
思
潮
の
一
表
現
で

あ
っ
把
。
欝
血
鞭
期
の
交
甑
だ
似
興
が
家
康
の
保
護
に
』
恢
り
、

叉
濁
点
の
再
興
が
眼
窩
の
功
に
成
っ
た
こ
す
る
以
外
に
全

く
時
代
思
潮
を
閑
却
し
、
「
公
家
側
を
眼
中
に
機
か
す
、
偶

皇
室
の
御
好
學
に
言
及
す
る
も
の
が
あ
っ
て
も
．
一
添
鎖

こ
し
て
叙
す
る
に
止
ま
る
が
如
き
は
決
し
て
公
朋
精
遊
の

見
で
あ
る
ま
い
ご
信
ず
る
G

叢

説

　
　
　
服
飾
に
現
は
れ
ハ
る
豊
野
時
代
の
瀞
仙
會
的
傾
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫻
　
　
　
井
　
　
　
　
秀

室
町
時
代
の
服
飾
界
を
槻
察
す
る
時
は
領
し
き
鼎
［
日
曜
の
特
　
徴
あ
る
を
知
る
べ
し
。
一
は
服
飾
構
成
の
慣
例
及
服
飾

第
三
巻
　
　
叢
　
親
　
　
服
飾
．
L
現
ほ
れ
れ
ろ
室
町
瞬
代
の
帯
親
的
傾
向

第
二
號

五
五
　
（
二
三
　
）



第
三
管
　
　
鷺
琳
　
読
　
　
澱
飾
に
現
ば
れ
た
ろ
室
町
時
代
の
瀞
…
會
的
傾
向

に
關
し
て
の
趣
味
に
公
武
の
混
融
こ
そ
の
中
華
的
登
達
を

見
し
こ
ご
に
し
て
℃
こ
は
服
制
あ
に
現
は
れ
た
る
著
し
き

下
剋
上
の
風
な
り
。
後
者
は
前
者
ご
共
に
晶
般
就
會
の
傾

向
が
如
何
ば
か
り
斯
界
に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
せ
る
か
を

想
は
し
む
。
而
し
て
三
は
前
期
ま
で
家
だ
そ
の
機
微
を
示

さ
や
b
し
近
代
簡
特
徴
の
登
現
に
し
て
、
例
せ
ぱ
江
戸
時

代
に
於
け
る
一
武
家
町
家
訟
嫁
の
開
に
行
は
れ
し
上
下

の
湖
及
朋
織
袴
の
慣
健
（
後
者
は
七
二
も
生
命
を
有
す
）
ま

　
　
　
　
カ
イ
ド
リ

元
は
女
子
の
観
姿
の
如
き
（
こ
れ
ま
影
藤
に
特
定
の
蕩
合

に
限
り
行
は
る
）
み
な
當
代
に
於
て
成
立
せ
し
服
飾
形
式

な
ら
ざ
る
は
な
し
。
か
、
れ
ば
軍
に
こ
れ
を
服
飾
史
上
よ

り
見
る
も
、
窒
町
時
代
文
化
の
意
義
は
頗
ぶ
る
重
大
な
る

も
の
あ
り
こ
い
ひ
つ
べ
し
。
以
下
少
し
く
本
題
に
關
す
る

私
見
を
糠
べ
ん
ご
欲
す
。

　
　
　
　
　
　
閥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

　
否
安
朝
の
武
人
は
祇
曾
的
方
面
に
於
て
未
だ
公
然
濁
立

Q
地
歩
を
占
め
ん
、
こ
す
る
の
意
志
な
か
b
し
と
均
し
く
、

第
二
號
　
　
　
覧
山
ハ
　
ρ
二
三
二
）

そ
の
開
化
風
俗
の
如
き
も
敢
て
異
を
立
て
新
を
求
む
る
の

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
マ
　
　
マ
　
　
な
　
　
あ
　
　
ち
　
　
ゑ
　
　
へ
　
　
も
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

風
あ
ら
ざ
り
き
。
有
力
な
る
武
家
の
範
こ
す
る
こ
こ
ろ
は

も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
も
　
ハ
　
　
み
　
　
も
　
　
わ

即
ち
多
少
抵
下
さ
れ
た
る
公
家
風
の
み
、
、
其
中
特
に
武
人

本
來
の
風
爾
を
捨
て
ざ
る
も
の
あ
り
七
に
似
た
れ
ざ
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
ず

は
寧
ろ
そ
の
保
守
的
槻
念
よ
り
せ
る
も
の
に
て
（
敢
て
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
ハ

家
文
化
の
形
式
を
超
脱
せ
ん
こ
す
る
自
選
あ
り
し
ご
認
む

る
を
得
す
の
昂
相
國
一
門
の
態
度
の
如
き
も
聯
繋
種
の
好

例
こ
し
て
見
る
べ
し
O

　
然
る
に
鎌
倉
の
世
に
至
て
は
事
情
大
に
こ
れ
ご
均
し
か

ら
す
。
そ
の
實
力
を
自
畳
せ
し
有
爲
の
武
家
人
士
は
、
輩

に
維
濟
武
備
の
如
き
物
質
的
方
面
に
止
ま
ら
す
、
汎
ね
く

諸
方
面
に
渉
っ
て
特
殊
の
立
脚
地
を
建
設
登
展
せ
し
め
ん

こ
ご
を
期
す
る
に
至
れ
り
。
北
條
氏
の
如
き
は
遺
憾
な
く

此
種
の
傾
向
を
磯
揮
し
て
羅
ら
す
。
蒋
軍
糧
朝
の
趣
味
性
．

が
そ
の
周
團
に
塞
れ
ら
れ
ざ
り
し
も
の
其
故
な
し
ご
せ
ざ

る
な
り
。

　
然
れ
こ
も
當
時
の
武
人
は
皆
か
く
の
如
く
公
家
式
交
明



の
嫌
悪
者
な
り
し
か
ご
い
ふ
に
、
必
ず
し
も
然
に
あ
ら
す
。

男
褒
三
郎
絡
講
に
見
ね
π
る
兄
弟
の
如
く
、
京
洛
に
於
け

る
貴
族
的
二
化
に
憧
適
す
る
者
ご
、
京
人
の
批
評
廟
笑
等

に
顧
慮
せ
す
し
て
着
々
武
家
的
使
命
の
開
拓
に
つ
ご
む
る

渚
こ
の
献
立
及
衝
突
あ
り
し
は
論
な
き
な
り
。
況
む
や
京

洛
に
於
け
る
公
家
の
翻
転
は
、
實
際
的
窮
迫
に
騙
ら
れ
て

編
む
な
き
時
に
至
ら
槍
限
、
そ
の
傳
承
的
交
化
ご
風
俗
ご

を
七
重
せ
し
こ
ざ
明
な
れ
ば
、
當
貯
書
誌
、
鎌
倉
様
、
即

ち
公
武
両
様
の
風
俗
が
併
存
し
て
互
に
相
挑
め
り
し
も
縫

然
の
結
果
な
ら
ん
か
。
書
脱
作
詞
抄
の
著
者
い
は
く
、

　
様
ハ
伽
銚
飾
塾
恥
鍮
か
野
芝
泓
熱
ハ
』
芸
都
伽
偽
賢
い
血
伽
ハ
ハ
渦

　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
ナ
リ
（
中
略
）
血
日
ハ
武
家
ノ
嬢
…
息
ニ
ハ
法
椎
慧
管
殿
常
家
ノ
ニ
流
チ
大
蝉
π
奉

　
　
ニ
セ
ラ
ソ
シ
（
串
略
）
今
蘭
書
二
流
稽
古
ノ
人
ハ
、
更
二
見
ズ
、

　
盟
・
に
交
書
の
法
の
み
な
配
す
、
服
飾
界
の
如
き
も
ま
た

多
く
こ
れ
．
し
異
な
ら
ざ
る
傾
向
夕
有
し
把
り
き
。

　
　
ヒ
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
善
雨

　
　
（
－
）
轟
同
順
四
磯
＃
暴
言
地
義
人
の
家
怪
し
て

　
　
　
、
第
三
借
　
　
　
叢
　
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
む
　
も
　
ぬ
　
ヘ
　
へ
の
も
　
　
の
　
も

　
　
服
飾
に
衣
冠
夕
用
み
し
例
を
’
記
し
て
い
は
く
、
大
和
守
頼
．
寂
郡
等
叡
位

　
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
賞
孝
朝
洩
佐
打
留
國
住
僧
避
発
之
ド
手
、
公
家
有
召
、
（
中
略
）
命
日
検

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
む
　
む

　
　
罪
使
等
向
頼
親
宅
、
藷
窟
孝
（
衣
冠
）
乗
馬
云
々
、
か
略
類
一
々
は
羅

　
　
げ
す
。

　
　
（
2
）
　
古
事
一
巻
四
（
勇
士
）
に
、
丹
後
守
保
晶
丁
向
任
生
時
ヨ
サ
ム
ノ

　
　
三
二
・
臼
幽
護
ノ
武
十
二
騎
轍
職
タ
ル
ガ
、
（
申
略
）
隣
司
鄭
等
嚢
、
此
老
憩
翔
紬
門

　
　
不
下
馬
裁
、
奇
怪
也
・
可
告
下
云
々
、
國
司
云
、
一
人
鴬
千
忌
日
馬
立

　
　
様
也
、
（
中
略
）
不
可
智
ト
制
シ
テ
野
過
之
隅
、
（
中
略
）
六
衛
門
尉
致
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
も

　
　
引
皐
数
多
之
兵
建
之
、
（
中
略
、
致
維
云
、
コ
・
二
老
者
や
一
人
奉
…
違
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
リ
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
　
ラ
ン
、
致
経
甑
父
準
五
大
夫
候
、
晦
陶
ノ
田
仁
人
ニ
テ
不
知
子
細
定
令

　
　
現
無
膿
歎
云
々
、
こ
い
へ
ろ
一
節
は
親
野
【
都
凧
門
に
習
は
ざ
る
識
武
人
の
駿

　
　
を
一
瓶
・
し
て
煽
隊
あ
ろ
べ
〔
○
源
頼
光
の
三
等
一
貝
W
週
李
武
公
時
の
三
聖
が
F
女

　
　
車
に
乗
っ
て
舞
野
見
物
に
赴
き
こ
時
の
失
敗
談
（
今
背
物
語
巻
廿
八
頼

　
　
光
等
等
紫
野
見
物
語
第
二
）
な
ご
も
、
都
暫
冥
明
に
罷
れ
す
、
ま
糞
慣

　
　
れ
ん
こ
ご
を
欲
ぜ
ざ
ろ
武
入
の
面
爵
想
ぱ
し
む
る
者
あ
り
。

　
建
武
中
興
の
世
こ
な
り
、
次
で
足
利
氏
持
明
院
の
皇
統

を
擁
す
る
に
及
ん
で
は
、
公
武
の
聾
立
は
愛
じ
て
公
武
の

混
融
こ
な
ら
ん
こ
す
◎
二
條
河
原
落
書
に
隅
破
せ
る
が
如

く
、
「
京
鎌
倉
ヲ
コ
キ
マ
ゼ
」
罵
り
し
は
實
に
當
時
の
世
相

服
飾
に
現
ほ
れ
れ
る
室
町
時
代
の
鮭
曾
的
傾
向

第
二
號

五
七
　
（
二
一
二
三
）



　
　
　
第
三
巻
　
　
叢
　
観

な
）
。
而
し
て
此
現
象
は
、
公
家
階
級
の
武
家
的
文
化
に

　
　
　
も
　
　
ち
　
　
も
　
　
や

樹
す
る
寛
容
譲
歩
ご
政
直
上
の
成
功
に
驚
け
る
武
家
勢
力

の
異
常
な
る
向
上
、
從
來
・
多
く
公
象
交
明
に
培
は
れ
た
る

地
方
武
人
の
京
洛
文
化
に
劉
す
る
好
奇
的
耽
溺
こ
の
三
要

素
に
よ
っ
て
成
れ
り
こ
い
ふ
を
得
べ
く
侮
鎌
倉
の
季
世
よ

も
し
て
そ
の
漸
を
な
し
、
繭
部
公
家
階
級
中
の
硬
骨
漢
を

し
て
、
特
に
開
東
を
暴
悪
す
る
情
を
高
か
ら
し
め
．
從
つ

．
て
政
界
に
於
け
る
公
武
交
渉
を
不
穏
な
ら
し
む
る
一
傍
因

を
も
成
せ
し
に
は
あ
ら
ざ
る
か
O

・
さ
は
い
へ
今
口
よ
り
し
て
見
れ
ば
、
鎌
禽
の
世
に
於
け

る
公
武
混
融
の
性
質
は
圭
こ
し
て
公
家
本
位
な
り
し
を
想

は
し
む
る
も
（
、
建
武
以
降
の
公
武
混
融
に
至
て
は
全
く
武

家
本
位
な
り
し
な
り
。
書
札
作
法
抄
に
い
は
く
、

　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
も
　
　
ゆ
　
　
ゑ
　
な
　
　
ヘ
　
　
へ
　
ら
　
　
ゆ
　
も
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
建
武
恩
師
戦
來
武
家
御
衣
洛
ノ
後
納
、
公
家
武
家
擁
家
ノ
書
札
皆
岡
ジ

　
　
ヤ
ウ
ニ
即
事
多
シ
毫

　
ま
謡
い
ふ
、

　
　
抑
京
都
ノ
小
路
テ
入
ノ
モ
ト
ヘ
ノ
状
二
帯
暴
モ
秘
文
ノ
、
也
。
コ
レ
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
ソ
む
　
む
　
　
　
　
ソ
　
む
つ
　
づ
　
つ
　
つ

　
　
公
家
ノ
溝
息
ヨ
η
書
毘
シ
タ
ル
コ
也
．
建
武
褥
慮
以
後
公
家
武
家
混
合

服
飾
に
現
は
れ
六
る
室
町
時
代
の
祉
會
的
傾
阿
．

第
二
號

一
瓶
・
八
　
　
（
一
ご
輔
一
田
一
）

　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
じ

　
　
シ
タ
ル
庫
ド
モ
ア
リ
、
關
東
先
代
ニ
ハ
知
鋤
事
（
申
略
｝
禁
制
ア
サ
シ
也

　
　
（
国
者
が
建
武
以
降
に
於
け
る
公
武
混
湘
の
俗
を
犠
嫡
ぜ
し
ミ
こ
ろ
は

　
こ
れ
の
み
な
ら
ざ
れ
ご
。
今
一
々
あ
げ
す
）

　
彩
れ
ざ
も
、
本
書
に
見
ゆ
る
が
動
態
公
家
風
に
よ
り
て

武
家
標
の
修
正
せ
ら
れ
し
事
例
は
稀
有
に
し
て
、
上
下
多

く
は
武
家
の
好
街
を
摸
せ
し
こ
ご
「
二
條
河
原
の
落
書
」
に

も
巧
に
誠
刺
せ
ら
れ
把
り
○
當
時
京
洛
俊
士
が
如
何
に
鎌

倉
一
關
東
t
の
風
物
を
憧
慢
し
居
還
り
し
か
は
、
園
回
暦

延
文
二
年
…
二
月
十
九
日
條
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
の
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
つ
　
　

　
．
今
日
爾
庭
渡
裁
職
域
、
蘇
維
美
花
也
、
號
鎌
倉
櫻
云
々
、

こ
い
へ
る
」
例
に
て
も
知
ら
る
べ
℃
o
本
交
に
見
ね
把
る

櫻
も
そ
の
花
の
美
し
き
が
故
に
「
鎌
倉
」
の
名
を
輿
へ
ち
れ

し
な
り
。
吾
人
親
し
く
土
入
の
言
を
聴
く
に
、
鎌
倉
の
地

は
櫻
樹
に
適
せ
す
、
他
よ
り
移
植
す
る
も
多
く
凋
衰
す
ご

い
ヘ
ド
9
0
古
今
地
味
の
愛
化
も
或
は
あ
る
べ
か
ら
ん
も
所

謂
、
鎌
倉
櫻
」
が
團
東
よ
り
移
さ
れ
し
に
あ
ら
ざ
る
は
論
な

か
る
べ
し
ご
償
す
○



　
　
建
武
中
興
の
際
名
和
氏
の
名
聲
世
俗
に
汎
ね
く
一
門
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　

」
風
姿
が
ま
だ
庶
人
に
摸
せ
ら
れ
陀
り
し
、
篭
嗣
じ
き
理
由

に
よ
籍
て
、
持
朋
院
統
の
宮
廷
及
朝
臣
の
家
庭
に
足
利
霜

風
の
出
血
好
望
が
流
行
せ
し
こ
ご
疑
ふ
べ
か
ら
す
。
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
ヘ
　
へ
　
や
　
へ
　
あ
　
ヨ

の
如
く
に
し
て
漸
次
そ
の
成
立
を
見
し
公
武
風
俗
の
混
融

　
し
　
　
も
じ
　
へ
　
　
や
　
　
　
　
　
の
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
も
　
　
マ
　
　
へ
　
　
も

が
武
家
本
位
な
り
し
こ
ご
は
自
然
の
勢
な
り
こ
す
○

　
　
（
1
）
　
鎌
ん
扇
獣
草
山
の
女
襲
の
如
斗
二
《
の
勲
・
し
｝
・
例
な
る
べ
・
し
C

　
　
（
e
い
）
歯
長
毒
茸
書
（
奥
書
に
《
棄
遜
一
年
繭
＋
一
月
八
日
歯
長
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
エ

　
　
沙
門
三
二
緑
」
霊
あ
り
∩
”
）
に
伯
一
三
隻
畢
於
一
権
夫
三
唱
認
（
中
略
）
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
つ
　
む
　
む
　
　
い
　
バ
リ
　
　
　
む
　
　
　
む
　
く
　
む
む
　
ロ
セ
ノ

　
　
門
四
一
上
下
萬
入
恐
之
（
中
略
）
面
羅
衣
丈
鳥
暢
子
折
牒
以
伯
…
曹
榛
㍊
人

　
　
営
鶯
凱
之
ご
見
に
、
名
瀦
氏
一
族
の
醗
訪
帯
想
ふ
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
も
　
　
ち
　
　
も
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
室
町
幕
府
の
世
に
於
け
る
申
・
心
服
飾
は
、
直
垂
」
に
他
な

　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
へ

ら
す
し
て
、
武
人
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
廷
臣
こ
い
へ
ざ
も

特
殊
の
禮
典
に
列
せ
ざ
る
限
り
、
み
ハ
ー
5
こ
れ
を
用
み
て
揮

ぢ
ざ
り
き
。
試
み
に
そ
の
旧
き
例
を
あ
げ
ん
に
、

　
　
も
　
も
　
へ
　
も
　
　
へ
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
つ
　
ラ
　
　
　
　
　
　
つ
　
つ
　
む
　
つ
つ
　
の
　
　
　
　
ロ
　
　

　
　
大
外
記
頁
荒
畠
、
召
前
雑
談
者
、
若
…
颪
奨
勢
茜
近
代
之
作
法
鰍
〃
。
可
謂

　
　
な
　
む

　
　
比
興
、
（
荒
野
永
徳
二
年
†
一
月
骨
“
條
）

　
　
　
　
第
三
懸
　
　
叢
、
競

　
隷
恥
馨
齢
蟻
義
之
、
発
醒
、
番
降
路
云
・
、
馳
窓
，

　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
ぐ
　
ぐ
　
む
　
ぐ

　
（
海
灘
南
）
近
年
風
儀
鰍
》
（
岡
書
旛
永
十
三
無
七
月
十
七
日
糠
）

　
寸
時
主
人
は
狩
衣
を
麿
用
ぜ
し
な
る
べ
し
Q
「
比
興
」
ビ

廻
す
る
も
，
敢
て
膨
む
る
事
を
な
さ
す
、
「
近
年
風
選
「

近
代
作
法
」
ざ
し
て
認
容
す
る
の
他
な
か
り
し
飛
を
見
る

べ
し
。
更
に
建
内
記
嘉
吉
元
年
六
月
八
目
條
に
は
、

　
灘
齪
蛸
入
護
禦
了
着
御
欝
ま
即
婁
品
評
、
、

　
「
有
恐
」
ご
は
思
ひ
つ
、
も
、
重
垂
を
以
て
竹
翻
に
套
入

す
る
者
め
り
し
を
知
る
べ
し
。
ま
三
二
箪
が
蔽
垂
を
以
て

塗
蒼
し
、
圭
上
の
悦
ひ
給
は
ざ
り
し
ご
の
事
は

　
是
1
1
武
家
参
内
・
（
中
暑
）
堕
㈱
ゆ
如
塑
雪
勃
加
計
肺
雛
拶
同
和
（
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
　
　
ヘ
ソ
　
の
り
　
む

　
　
　
　
　
　
　
つ
　
つ
　
む
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
づ
　
つ

　
暑
）
今
渡
戚
血
判
テ
滲
内
事
詫
上
新
郷
庶
幾
云
々
、
（
後
法
興
號
跨
家
公

　
記
文
麺
凶
年
閏
三
月
四
H
條
）

　
按
ず
る
に
墾
内
の
途
上
曹
垂
を
用
み
る
は
蓬
に
古
く
よ

り
し
て
例
あ
り
ご
い
へ
ざ
も
一
（
装
一
所
に
於
て
装
を
改
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

鐸
謁
す
る
定
め
な
り
き
）
か
一
の
如
き
翻
転
は
釜
刷
の
事

な
り
じ
な
ら
む
。
以
て
當
時
服
餓
界
に
於
け
る
直
垂
の
勢

服
飾
に
現
ほ
れ
れ
ろ
室
町
時
代
の
龍
静
的
傾
商

第
二
號
　
．
　
五
九
　
ハ
ニ
三
．
菰
）



第
三
懸
　
　
叢
　
競
　
　
服
毒
に
税
は
れ
れ
ろ
四
阿
時
代
の
証
曾
的
傾
絢
、

カ
を
察
す
べ
し
。

　
　
註

　
・
（
1
）
親
二
三
記
延
徳
三
年
六
月
廿
あ
ハ
β
條
に
、
助
郷
大
樹
始
而
有
爵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ゆ
　
な

　
　
内
、
申
牛
剋
許
御
三
内
、
（
御
輿
御
直
塁
、
於
長
橋
局
二
三
己
斐
束
云
々
）

　
　
亡
み
1
9
乱

　
　
（
2
）
下
毛
記
圖
日
田
に
も
、
「
路
興
次
御
遊
量
海
烏
覗
子
也
、
於
長
猜

　
　
局
御
束
帯
・
．
噂
」
な
ご
見
時
丸

　
　
蔽
垂
の
名
は
西
宮
記
（
再
臨
三
臨
時
十
一
に
平
め
た
る

寛
和
二
年
五
月
十
七
口
髭
駄
勘
交
に
目
佐
吉
助
、
職
物
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
む
　
つ

輩
袴
…
腰
、
梛
色
合
指
貰
一
腰
、
磁
器
至
論
一
領
、
ε
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
も
　
　
も
　
ヘ
　
へ

ゆ
。
）
に
始
め
て
見
ね
鎌
倉
以
降
公
武
に
流
行
せ
し
も
、
そ

　
へ
　
　
わ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
セ
　
　
を
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
申
心
的
服
飾
ご
認
め
ら
れ
、
一
縛
し
て
更
に
禮
服
化
せ

　
も
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヤ

　
ん
こ
す
る
に
至
れ
る
は
當
代
の
現
象
に
し
て
風
俗
史
上
君

遇
す
べ
か
ら
ざ
る
事
な
り
ざ
す
。

　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
・

　
次
に
當
代
の
服
制
上
に
現
は
れ
配
る
下
剋
上
の
事
質
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ

．
湾
へ
ん
に
、
服
飾
界
の
現
象
に
甥
し
て
「
下
剋
上
」
な
る
名

霧
を
用
み
る
は
敢
て
吾
人
の
好
奇
的
創
造
に
出
で
た
る
語

第
二
號

点ハ

宦
@
　
へ
二
三
山
ハ
）

に
あ
ら
す
。
「
白
石
紳
書
九
」
に
い
は
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、

　
今
世
の
衣
裳
の
上
衣
の
下
に
下
袴
を
か
さ
れ
て
着
苞
ろ
を
下
剋
上
の
衣

　
　
も
　
み
　
へ
　
と
　
も
　
ヘ
　
へ
　
ふ

　
裳
こ
て
嫌
ふ
よ
・
し
・
也
。
（
建
鰯
聞
録
ハ
紀
ゆ
が
直
）
言
上
を
も
塗
藩
3
ヲ
べ
し
。
）

　
　
　
　
　
　
へ
　
み

二
丈
は
近
世
式
服
飾
の
構
成
に
つ
い
て
い
へ
る
者
に
過
ぎ

ざ
れ
ご
、
吾
入
は
室
町
時
代
の
服
飾
界
に
於
け
る
左
の
現

象
を
も
岡
じ
く
下
剋
上
ご
呼
ば
ん
ご
欲
す
0

　
　
0
D
　
服
織
上
に
於
け
る
下
級
服
飾
の
向
上

　
　
②
　
服
飾
構
成
上
に
於
け
る
下
級
軍
位
の
聚
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
せ
　
　
ヵ
　
　
　
へ
　
　
　
へ

　
服
制
の
上
に
於
け
る
下
級
服
飾
の
向
上
ご
は
、
從
來
僅

に
私
服
覗
せ
ら
れ
し
ご
ご
き
種
類
の
服
飾
が
、
勢
力
を
得

て
西
禮
服
を
騙
逐
し
、
代
っ
て
そ
の
地
位
を
占
む
る
を
い

　
　
　
　
ヘ
　
　
ミ

ふ
。
前
記
「
蔽
垂
し
な
る
服
飾
の
登
臨
も
そ
の
好
例
な
り
こ

す
。　

更
に
そ
れ
に
つ
い
で
著
し
く
勢
力
を
服
飾
界
に
あ
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

し
馨
れ
る
者
め
り
。
即
ち
、
（
イ
〉
素
襖
、
（
ロ
）
肩
衣
な
ざ

の
鰻
飾
に
し
て
、
足
利
氏
議
政
時
代
の
中
期
以
降
汎
ね
く

世
に
行
は
．
る
・
に
至
れ
り
。
素
襖
は
薩
垂
ご
形
式
を
同
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、



・

く
し
、
　
へ
だ
だ
袖
に
繕
を
入
れ
す
、
菊
綴
の
ざ
こ
ろ
に
紋

あ
る
の
み
。
）
下
に
同
色
の
袴
を
着
す
。
名
義
に
・
そ
の
初
見

年
代
確
な
ら
す
。
ぐ
粒
粒
の
、
比
は
、
未
だ
比
較
的
馨
式
－
禮
服

こ
も
て
は
一
の
者
な
b
し
が
如
し
。
許
せ
ば
、

　
　
今
臼
続
篇
禺
仕
於
武
家
、
府
大
尽
云
々
、
（
中
略
㌦
、
憂
世
手
者
等
祇
候
　
．

　
　
む
　
む
　
　
　
マ
む
　
む
　
　
　
　
ザ
　
む

　
　
京
劇
ス
ソ
ウ
チ
ヌ
グ
周
、
三
塁
皆
直
覧
等
説
之
云
々
、
（
後
弾
興
醗
敏
家

　
　
公
記
明
懸
十
年
九
月
九
日
傑
）

　
ホ
文
に
よ
り
て
も
當
時
は
欝
ほ
地
位
勢
力
な
ざ
の
勝
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
う
　
　
ヤ
　
　

め
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
を
　
　
も
　
　
ネ
　
　
ち
　
　
し
　
　
　

し
特
殊
の
人
物
に
限
り
て
直
垂
に
代
用
せ
し
を
知
る
べ
し

登
れ
こ
も
、
親
俊
舅
記
天
交
八
年
正
月
四
日
條
等
に
は
既

に
殿
中
御
薦
初
（
中
鄭
管
）
ス
ワ
ク
、
カ
タ
キ
ヌ
、
ヌ
キ
ア
リ

な
ざ
冤
ね
て
、
一
般
に
素
襖
の
服
制
上
に
於
、
け
る
地
位
．

晶
勢
力
の
螢
展
を
示
せ
り
Q

　
　
（
－
）
　
征
・
し
く
い
へ
ば
索
繍
幌
ほ
そ
の
ズ
ー
に
癌
有
m
応
ず
7
る
袴
“
」
訟
ハ
に
諭
回
色
砿

　
　
げ
0
を
要
ず
。
）
然
れ
こ
も
そ
の
制
後
に
及
ん
で
は
行
に
れ
ず
噛
御
昼
面
記
」

　
　
郵
群
激
娼
從
六
百
六
十
｝
鞭
牧
）
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
あ
　
　
マ
　
　
も
　
　
し
　
　
へ
　
　
　
む
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
き
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
へ

　
　
　
哺
、
す
あ
ふ
袴
の
魯
か
ば
り
れ
る
を
着
秩
膏
略
儀
に
て
候
僧
衣
三
岡

　
　
　
第
三
巻
　
　
叢
　
設
　
　
服
飾
・
ト
現
は
“
だ
る
室
町
聯
代
の
飛
騨
的
顛
向

　
　
　
　
　
記
録
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
ち

　
　
ご
見
セ
2
た
り
．
い
（
水
誉
尾
に
天
正
八
年
十
一
月
十
七
日
　
伊
勢
因
懸
守
寅

　
　
知
ε
あ
り
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
の
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ

　
　
（
2
）
　
壁
上
拠
の
「
零
し
は
ス
ヒ
タ
、
γ
（
素
蔵
量
）
な
ご
の
そ
れ
¢
は
　
碍
川
セ
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ
　
ち

　
　
す
。
（
鋼
聾
苗
田
次
丈
に
、
コ
、
で
び
六
・
れ
ミ
申
は
大
口
著
候
に
で

　
　
聖
霊
斗
若
を
中
候
暑
儀
に
て
悪
し
の
一
節
あ
り
。
）
武
家
襲
愚
考
に
は
「
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
霜
京
都
ニ
テ
輕
ル
キ
人
ノ
節
煙
ニ
テ
布
ニ
テ
排
ラ
（
（
中
略
雑
ソ
タ
ト

　
　
シ
タ
ル
モ
ノ
ユ
（
素
卜
云
フ
」
ぜ
あ
れ
こ
い
か
い
あ
ら
ん
O

斧
肩
衣
の
名
答
…
は
古
く
職
嫉
め
際
に
管
見
す
る
も
、
季
疇

の
禮
服
こ
し
て
用
ゐ
ら
る
、
に
至
れ
る
は
遙
に
後
な
り
ε

す
。
こ
れ
和
實
例
に
求
む
れ
ば
、
政
家
勢
記
延
徳
三
年
八
・

丹
二
七
臼
條
に
將
軍
出
征
の
こ
ご
を
叙
し
て
ガ

　　

ﾋ
渓
鷹
響
漉
鵠
暴
武
棄
野
墓
即
駕
錠
曳
鵜

　
　
肉
｝
、
小
臭
足
或
帯
聯
｛
胃
、

な
ご
い
ひ
、
　
ハ
鎌
倉
年
中
行
事
に
も
傘
禰
の
肩
衣
小
袴
に

て
灘
陣
に
用
み
し
こ
ご
見
ゆ
◎
）
明
癒
八
年
十
二
月
菅
七
窩

條
に
、
堅
目
墾
禁
裏
、
武
家
爾
御
所
入
江
殿
等
、
傭
歳
末

　
　
　
　
し
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
つ
　
ハ
　
　
つ
　
む
　
　
　
　
む
　
ハ
し
　
　
　
　
リ
　
　
ム
り
　
　
　
　
　
へ

禮
也
、
各
窮
甥
弼
、
大
樹
眼
病
小
袴
体
也
、
．
爲
陣
中
分
鰍

、
ご
見
ぬ
だ
り
◎

第
二
號

（ハ

c
　
（
一
＝
二
七
）



第
三
巻
　
叢
親
　
服
蹄
に
現
に
れ
れ
ろ
室
町
時
代
の
杜
面
的
傾
向

　
是
等
の
下
鞘
を
以
て
見
れ
ば
、
素
襖
が
漸
く
一
部
の
人

々
に
よ
b
て
直
垂
代
こ
し
て
用
ゐ
ら
れ
ん
こ
し
に
る
頃
即

ち
禮
服
こ
し
て
の
地
位
を
得
ん
こ
す
る
の
曙
光
に
浴
せ
し

時
代
に
肩
衣
は
未
だ

軍
陣
の
署
式
事
装
π

る
熊
過
ぎ
ざ
り
し
を

知
る
べ
し
。

　
從
來
の
傳
説
に
明

徳
元
年
由
名
氏
清
の

飢
に
際
し
、
肩
衣
な

る
形
式
を
駿
生
す
ご

　
　
ユ

な
し
、
、
或
は
松
永
久

秀
を
以
て
そ
の
創
意

者
に
擬
す
る
が
如
き

　
の

は
、
‘
い
つ
れ
も
探
る

に
足
ら
す
し
て
、
そ
の
形
式
の
起
原
は
遣
に
古
か
る
べ
き

こ
ご
言
を
侯
だ
す
。
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
に
記
す
べ
し
。
）

第
二
號

六
ニ
　
ハ
ご
三
八
V

未
だ
蛇
代
の
推
移
に
從
ひ
、
多
少
形
態
上
の
墾
化
を
來
し

し
こ
ご
も
明
に
し
て
、
室
町
時
代
に
於
け
る
カ
巨
魁
ヌ
ε

近
世
の
そ
れ
こ
の
間
に
も
も
を
の
相
蓮
を
認
む
べ
し
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
ノ
肩
衣
ハ
ヒ
ダ
ナ
シ
、
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
春
日
ノ
活
人
ヒ
ダ
ナ
キ
肩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
ヘ
　
へ
　
リ
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衣
チ
著
ス
、
今
ノ
富
小
路
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
で
　
　
リ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ヒ
ダ
ト
ラ
ヌ
チ
用
七
チ
γ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
，
申
樂
ノ
肩
衣
こ
ダ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ヌ
偵
、
（
吉
託
事
袋
し
廿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
交
に
い
へ
る
古
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肩
衣
に
主
な
し
ご
の
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
從
前
の
學
者
汎
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
認
め
た
る
次
男
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
動
ず
べ
か
略
さ
る
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
。
眞
如
堂
縁
起
書
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

下
野
交
明
十
二
年
御
壁
所
御
所
條
に
一
、
見
ぬ
た
る
人
物
の

　
　
　
　
カ
タ
ミ
ヘ
カ
ハ
リ

肩
衣
袴
は
片
身
替
の
そ
れ
に
し
て
、
「
十
四
五
マ
デ
着
用
．



プ
ル
ペ
ク
候
し
ご
い
へ
る
「
御
供
故
實
ご
、
、
の
説
ご
符
八
η
す

る
を
知
る
べ
し
。
（
ま
惣
着
用
法
に
於
て
も
形
態
の
相
違
よ

b
來
れ
る
轟
然
の
差
別
を
示
せ
り
◎
）

　
註

　
（
1
）
　
是
に
つ
ゼ
て
は
別
に
記
ず
べ
き
も
、
土
肥
諌
事
の
春
湊
浪
話
上

　
　
　
　
や
　
さ
　
も
　
へ

　
に
は
「
直
遜
の
紬
を
切
で
義
蒲
勝
軍
に
隠
從
ぜ
’
し
に
早
う
な
ご
も
い
へ

　
こ
馨
蕊
ひ
、
本
誌
護
無
毒
暴
獣
㌍
嚢
・
毒

　
．
て
事
に
從
ふ
…
し
：
細
携
頼
之
の
誤
伝
也
」
猛
ご
｝
い
ふ
り
類
一
々
あ
ぐ

　
ぺ
か
ら
ず
。

　
（
2
）
　
こ
れ
に
は
爾
親
あ
り
〇
一
は
三
衣
の
形
式
を
創
め
し
ご
す
ろ
者

　
　
に
こ
て
、
他
は
そ
の
毛
ダ
を
作
鰯
そ
め
し
ご
な
す
看
こ
れ
回
り
。
前
訊

　
は
鞍
魎
の
響
な
れ
ご
、
「
白
石
小
品
」
ほ
後
就
を
探
れ
り
。

　
（
臼
”
）
　
本
害
草
著
者
未
考
、
十
代
將
軍
の
輪
世
以
後
ド
成
れ
ろ
≧
、
の
、

　
如
・
し
○

　
（
ε
本
董
ハ
巻
・
炉
、
の
識
け
る
風
俗
を
熟
考
す
る
に
、
室
町
の
靭
世
よ

　
甫
ッ
取
書
の
成
れ
る
志
人
・
永
出
甲
に
葦
ろ
闇
凹
の
一
風
「
浴
を
認
へ
て
、
記
事
の
薪
ゐ
山

　
に
從
ひ
遂
次
猫
蝋
解
し
者
ご
患
ぼ
る
。
卸
ち
．
上
倉
の
鳳
俗
最
古
く
、

　
巾
欝
は
〃
、
れ
に
次
ぎ
、
下
巷
ぽ
講
家
執
筆
冨
時
の
も
の
寒
る
べ
き
か
）

　
〈
5
）
女
明
↑
四
年
に
成
“
る
も
り
」
．
し
、
伊
勢
旦
纏
り
撰
こ
構
『

～

　
菊
炭
姿
が
箪
陣
の
装
こ
し
て
用
ゐ
ら
れ
し
例
は
既
に
い

へ
り
◎
少
年
雨
粒
の
蛮
否
時
こ
れ
を
着
す
る
こ
ご
も
御
供

故
實
、
縁
起
絡
等
の
趣
に
て
明
な
り
。
更
に
そ
の
一
般
的

式
服
回
せ
ら
る
、
に
至
れ
る
時
代
を
考
へ
ん
か
Q
二
水
記

大
永
七
年
正
月
七
8
條
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
つ
　
　
　
む
　
つ
　
づ
　
つ
　
り
　
　
　
　
　
　
　

　
早
旦
室
町
殿
出
仕
脅
見
物
、
道
．
水
以
下
痴
話
鶉
衣
小
付
也
、
當
時
先
無

　
　
　
　
　
　
ひ
む
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
む

　
聡
之
間
不
可
然
之
髄
也
、
併
載
招
観
鰍
之
由
民
有
沙
汰
謎
以
異
襟
霧
也
、

本
交
に
從
へ
ば
當
蒔
武
人
の
多
く
は
肩
衣
袴
を
以
て
禮
服

親
し
居
た
ゐ
を
知
る
べ
し
Q
然
れ
こ
も
三
時
は
爾
ほ
一
部

世
人
の
雰
難
を
免
れ
得
す
、
そ
の
素
襖
ご
相
並
ん
で
服
飾

界
に
勢
力
を
振
∵
ふ
に
及
べ
る
は
享
藤
天
文
に
以
降
な
り
ご
，

い
は
ざ
る
べ
か
ら
す
。
（
黒
房
公
記
天
文
十
一
年
三
丹
廿
八

臼
條
光
源
院
御
元
服
記
同
十
五
年
十
二
月
十
八
臼
）
伊
勢

貞
助
記
へ
三
二
三
年
六
月
十
九
日
）
等
。
而
し
て
服
飾
界
に

於
け
る
肩
衣
姿
の
地
位
の
向
上
せ
し
こ
ご
に
つ
い
て
、
併

　
　
　
　
　
　
　
し
　
め
　
へ
　
　
も
　
へ

せ
考
ふ
べ
き
は
露
頂
の
風
習
な
り
こ
す
。
　
　
’

　
　
　
　
　
　
じ
　
ヨ
　
　
お
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ミ
　
　
ミ
　
　
ャ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
し
　
　
も
　
　
し
　
　
へ
　
　
も

　
中
古
に
於
て
青
帽
の
禮
客
威
儀
に
敏
く
べ
か
ら
ざ
る
阜

第
三
巷
　
　
叢
　
親
　
　
服
飾
に
現
ほ
れ
糞
ろ
蜜
町
時
代
の
野
禽
一
的
傾
向

第
二
號

山
ハ
皿
二
　
（
ご
三
九
）



　
　
　
第
断
層
　
叢
説
　
服
飾
に
現
ほ
れ
六
る
窒
町
時
代
の
融
會
的
傾
向

も
ワ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
で
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
で
　
　
へ
　
　
む
　
　
ロ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
や

め
柁
り
し
こ
ご
は
既
に
人
の
れ
る
こ
こ
ろ
の
如
し
。
然
る

に
室
町
の
中
期
以
降
貴
人
に
し
て
往
々
是
れ
を
用
ゐ
ざ
る

者
あ
り
。
政
家
公
記
明
慮
三
年
十
二
月
膏
一
日
條
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
こ
　
む
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　

　
　
去
夜
武
蔵
町
服
雨
下
延
引
、
是
紳
河
可
着
智
計
子
事
迷
惑
難
儀
（
中
略
）

　
憩
如
伽
蜘
陣
油
粕
碗
脚
一
陣
謙
御
寝
駒
一
一
沙
鞄
（
中
略
》
星

　
　
む
　
つ
　
　
　
つ
ハ
　
　
　
　
　

　
　
一
二
不
署
鳥
田
子
云
々
、
不
可
設
々
々
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
も

　
文
に
い
ふ
細
川
民
は
政
元
に
し
て
、
異
常
の
性
行
あ
り

し
入
な
れ
ば
、
縣
殊
の
病
的
作
用
の
π
め
露
頂
を
好
み
し

な
ち
ん
も
知
る
べ
か
ら
す
。
然
れ
こ
も
有
力
者
の
な
す
ご

こ
ろ
罎
多
く
世
人
の
範
こ
な
る
が
故
に
、
此
種
の
事
實
が

露
頂
の
風
を
助
長
せ
し
こ
ご
疑
な
し
。
更
に
二
水
記
永
正

十
四
年
閾
十
月
二
日
條
に
、

　
今
日
室
町
殿
掲
膚
間
山
温
泉
令
下
向
撮
州
給
、
依
御
中
風
氣
也
、
（
中
略
、

　
　
　
　
　
　
　
　
む
ラ
　
つ
　
つ
　
コ

　
　
　
　
　
　
む
　
　

　
　
騎
馬
五
人
、
不
着
鳥
丁
子
持
呂
云
々
、

　
貴
人
に
随
擁
す
る
が
如
き
時
も
、
冠
櫓
を
用
ゐ
ざ
る
こ

ご
あ
b
し
を
知
ら
る
O
か
く
て
漸
々
ご
式
服
に
於
て
も
露

頂
を
以
て
非
禮
こ
せ
ざ
る
近
世
式
の
習
慣
は
形
成
さ
れ
來

り
し
を
見
る
べ
き
な
り
O

第
ご
號

轟ハ

冝m

@
（
ご
四
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
綱
晶

誓
事
ふ
べ
慮
服
飾
（
莚
構
成
上
に
於
け
る
小
柚

の
機
達
な
り
ざ
す
。
，
小
袖
は
…
從
前
僅
に
「
肥
し
等
の
下
に
着

用
せ
ら
し
補
助
服
に
遇
ぎ
ざ
り
し
を
、
鎌
倉
の
季
世
よ
リ

　
　
ヘ
　
　
へ

漸
時
表
着
ご
し
て
の
地
位
を
得
ん
こ
す
る
に
至
り
、
室
町

の
初
世
に
は
、
純
然
た
る
服
飾
的
中
心
の
地
位
を
占
む
こ

ご
、
な
り
ぬ
。
か
く
の
如
き
も
ま
槌
所
謂
ヨ
下
剋
上
」
の
一
、

例
こ
い
ひ
つ
べ
し
。
左
に
二
三
の
實
讃
を
あ
げ
ん
こ
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヒ

　
禮
服
に
い
ふ
ご
こ
ろ
の
小
袖
を
除
き
、
補
助
服
ご
し
て

の
コ
ソ
デ
の
名
辮
は
、
．
彫
貿
朝
の
輩
世
に
至
て
あ
ら
は
れ

そ
め
し
が
如
風
、
管
見
に
よ
れ
ば
左
の
二
例
は
最
も
古
き

　
　
　
　
　
の

者
…
な
る
べ
し
一
Q

　
r
（
1
）
　
兵
範
認
久
安
五
年
十
一
月
十
一
日
．
賑
、
今
日
入
滋
殿
還
・
御
仁
和

　
喜
、
（
中
略
）
蔓
口
御
頭
渋
気
廿
日
儒
給
布
施
、
各
襲
東
一
具
、
布
施
一

　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　

　
果
出
、
鈍
色
厚
衣
ル
軸
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

　
（
2
）
　
二
曲
菓
櫓
資
甜
一
兀
唯
十
二
門
月
五
日
條
、
、
（
白
目
鋸
…
門
嵐
後
の
こ
ご
）
先
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
つ
　
つ
　
へ
げ
　
つ

　
御
衣
、
’
串
響
哀
感
暦
御
小
母
も
（
中
馨
）
新
御
小
一
上
置
日
來
令
懸
給

　
御
袈
裟
井
菩
提
子
念
瑳
、
（
中
界
）
作
着
篭
女
房
二
人
（
洞
院
殿
別
常
殿
）



　
　
役
之
、
　
　
．
　
、
、
鵜
、
、
、
》
、
、
、
、
、
、

　
當
時
の
小
袖
慧
等
色
、
無
地
の
者
な
り
し
こ
ご
殆
ぜ
、
疑

ふ
べ
か
ら
す
し
て
、
鎌
倉
以
降
の
絡
巻
に
徴
す
る
も
、
多

く
か
は
る
ゼ
こ
ろ
な
き
を
知
る
べ
し
9
（
花
園
院
銘
説
元
癒

三
年
六
尋
九
日
條
に
も
、
丑
監
護
曙
咽
喚
嘘
、
（
陣

暑
）
平
侍
帷
子
二
業
云
有
盗
人
、
其
体
白
衣
不
着
袴
爲
盗

畑
被
レ
奪
云
々
の
一
節
見
ゆ
・
本
條
の
記
事
は
女
官
の
野
鳥

が
書
志
禰
な
り
し
を
示
せ
り
。
）

　
　
註

　
　
（
工
）
　
「
室
町
盛
世
に
於
け
ろ
女
斐
の
起
源
ミ
竹
向
旨
記
の
服
飾
史
的

　
　
槽
凱
憶
」
〔
戯
喝
、
古
學
強
融
山
ハ
之
山
ハ
駈
敢
）
を
も
灘
誰
看
べ
・
し
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
ゑ
　
ゐ
　
や
も
　
ち
　
ゑ

　
（
2
）
　
古
く
小
麺
の
着
用
を
隅
融
帝
永
灘
…
以
後
ミ
な
す
者
あ
妙
で
、
先

　
　
輩
の
中
或
は
こ
れ
を
認
め
ら
れ
れ
う
も
見
耳
糸
筆
軸
雑
誌
第
十
一
編
之

　
第
十
一
號
例
魯
記
禦
、
黒
川
三
道
氏
、
「
中
古
女
嘗
駁
の
話
し
檬
等
、
）
然
れ

　
　
こ
も
本
號
に
確
擦
な
く
、
儒
源
を
値
琶
ず
。

　
　
（
3
）
変
碁
孝
べ
註
＋
翼
評
野
人
患
擬
・
に
い
へ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
一
三
な
り
霊
す
。
そ
の
丈
に
い
拭
く
「
俵
性
三
殿
皇
嘉
門
院
を
具
・
し
疹
ら

　．

@
ぜ
て
｛
予
鴻
へ
入
、
（
中
暑
）
女
一
房
の
纂
を
あ
・
し
く
や
り
・
て
う
ち
か
へ
・
し
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
リ
　
　
ヒ
つ
　
り
　
　
り
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
む

　
　
ろ
事
あ
塞
け
り
、
（
中
岩
）
女
募
或
ほ
帰
納
に
袴
を
は
き
て
め
け
て
落
☆

　
　
　
第
∵
三
巻
　
　
跳
滋
　
競

　
　
り
、
或
は
織
を
つ
き
か
き
な
．
ε
、
（
申
暑
）
あ
ろ
に
も
あ
ら
ぬ
調
色
な
る

　
　
　
　
ヤ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
セ
　
へ
　
し

　
　
に
、
単
作
書
い
ふ
人
き
ぬ
き
な
が
ら
落
て
扇
さ
し
か
く
し
て
云
々
」
、
他

　
　
幽
ロ
に
■
も
類
例
門
な
ほ
あ
る
ぺ
斗
・
か
O

　
　
（
4
）
主
寧
し
て
白
色
を
用
み
る
。
稀
に
例
外
あ
れ
ご
、
（
禁
秘
抄
女
房

　
傑
等
）
今
委
し
く
ぜ
す
。
　
　
　
　
　
、

　
然
，
れ
ざ
も
鎌
倉
幕
府
の
螢
中
な
ご
に
於
て
は
、
文
慮
年

間
既
に
「
勢
禦
蟄
の
用
ゐ
ら
る
あ
り
・
ま
墓
小

　
　
　
　
サ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヨ

融
こ
い
ひ
、
合
小
福
こ
い
ふ
の
類
も
見
ゆ
。
地
質
に
つ
い

て
は
傳
へ
た
る
者
少
な
け
れ
ご
、
逸
れ
ま
把
漸
く
そ
の
種

類
を
回
し
來
れ
る
な
る
べ
し
。
吾
妻
鏡
蝉
文
慮
元
葬
三

月
一
八
日
戸
に
、
　
「
和
泉
前
司
行
方
踊
躍
御
息
所
御
服
月

充
注
丈
於
御
断
、
將
軍
家
覧
レ
之
」
こ
い
ひ
勤
次
文
に
各
力

漸
用
の
服
飾
品
を
表
記
す
題
。
そ
れ
に
擦
て
當
時
小
袖
の
服
「

飾
的
地
位
の
向
上
を
察
す
る
こ
ご
難
か
ら
ざ
る
な
り
。

　
塞
町
初
世
の
小
融
に
至
て
は
そ
の
験
達
の
著
し
き
驚
く

　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
へ
　
あ
　
も
　
へ
　
ゆ

べ
き
も
の
あ
り
一
。
八
替
ナ
日
替
の
織
物
小
津
こ
い
ふ
が
如

き
華
奢
を
極
め
し
者
さ
へ
行
は
れ
ぬ
◎
永
享
九
年
や
月
行

幸
記
を
按
ず
る
に
、
滝
壷
御
楽
留
の
服
飾
を
叙
し
て
い
は

綴
飾
に
親
は
れ
六
る
室
町
時
代
の
就
獣
的
傾
向

第
二
號

山ハ

ﾜ
　
　
（
二
四
一
）
」

“



第
三
巻
　
叢
説
　
服
飾
に
現
ほ
れ
ぬ
る
室
町
時
代
の
龍
會
的
傾
同

　
、
く　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
伽
台
の
御
服
、
紅
葉
か
さ
ね
の
七
御
衣
、
（
中
暑
）
御
小
樹
唐
織
物
御
地

　
　
　
　
も
　
　
へ
　
も
　
　
ヨ
　
　
へ
も
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
　
ヘ
　
へ

　
　
う
す
色
勧
紋
碁
盤
に
菊
（
中
異
）
う
き
織
も
の
・
御
小
袖
御
絞
亀
の
甲
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
じ

　
　
す
き
に
ひ
あ
ふ
き
び
し
ミ
龍
膿
…
に
露
蓬
の
十
山
ハ
か
は
り
、
紅
の
生
衣
御
一

　
　
袴
也
、
（
廿
二
H
像
）

　
　
選
幸
之
日
量
ハ
中
暑
）
今
B
は
御
台
白
き
浮
織
物
之
御
事
融
F
御
袴
御
ま

　
　
一
は
謡
り
軋
イ
也
、
・
（
賢
六
日
量
）

ま
陀
「
女
房
達
し
へ
公
方
よ
り
の
「
引
撫
物
し
を
記
し
て
い

ふ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

　
　
檎
大
納
書
す
け
殿
＋
か
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
ウ
　
リ

　
　
一
か
さ
ね
浮
織
物
、
紋
ひ
か
き
に
雪
ふ
り
竹
ご
枯
野
に
露
ピ
の
八
か
に

　
　
む

　
　
り
（
下
暑
）

　
　
大
納
言
で
け
殿
　
十
重
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む

　
　
、
一
重
浮
織
物
・
紋
箪
に
霰
ε
で
蹴
か
心
に
十
鳥
・
こ
の
十
六
か
は
り
（
下

　
　
尋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
め

　
　
（
御
璽
析
よ
り
も
、
右
雨
名
及
勾
當
内
侍
ド
十
山
ハ
か
は
り
小
繭
や
贈
れ

　
　
　
る
こ
亡
昆
ゆ
れ
ざ
省
叙
す
べ
し
O
）

以
て
一
班
を
知
る
べ
し
。
是
等
の
華
奢
な
る
小
袖
は
後
に

、
及
ん
で
更
に
そ
の
地
位
を
一
墾
じ
、
近
世
に
於
け
る
武
家

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
占
ハ
六
　
　
（
ご
四
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
イ
w
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

式
女
…
装
の
一
部
を
な
す
樹
こ
な
れ
る
者
の
如
し
、
o
（
下
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

に
も
説
く
べ
し
。
）
、

　
、
註

　
　
（
1
）
　
農
期
に
曜
入
」
り
て
も
、
比
較
的
⊥
百
制
…
を
重
ん
ず
べ
｝
・
際
な
．
巴
に
．
、

　
　
　
　
も
　
ヘ

　
　
ヘ
　
へ

　
　
白
色
小
融
の
行
は
れ
・
し
は
勿
論
に
て
、
親
長
喜
記
文
明
三
年
正
廿
B
條
。

　
　
（
前
年
十
二
月
後
花
園
院
崩
す
。
）
に
、
於
院
中
女
房
拭
表
着
白
色
小
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
　
ミ
い
ひ
，
三
月
†
五
日
條
に
も
，
俵
召
謬
内
（
中
署
）
勾
當
内
侍
（
白
綾

　
　
O
　
つ
O
，
　
O
．
O
O

　
　
憂
欝
萱
草
色
袴
也
）
ビ
あ
る
の
類
皆
是
吃
り
。
ハ
箕
縢
公
認
下
塗
二
年
五

　
　
月
†
五
u
慷
に
も
見
ゆ
。
）

　
　
（
2
）
．
「
竹
拠
B
寵
の
服
飾
吏
的
三
値
」
勢
照
、

　
近
世
に
於
け
る
禮
服
ビ
し
て
の
上
下
及
掛
は
、
い
つ
れ

も
室
町
時
代
に
行
は
れ
π
り
し
服
飾
構
成
の
一
横
式
を
始

租
ε
仰
ぐ
者
な
り
。
試
み
に
少
し
く
そ
の
登
記
の
握
路
を

窺
は
ん
Q

　
上
下
な
る
名
癬
に
よ
っ
て
示
さ
る
、
意
義
に
は
頗
ぶ
る

鍵
遷
あ
り
。
左
に
そ
の
大
概
を
い
は
ん
に
、

　
　
（
イ
）
室
町
以
前



　
（
ロ
室
町
時
代

　
　
（
1
1
）
酸
暴
袴

　
　
（
2
）
素
襖
袴

　
　
（
3
）
三
衣
袴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
つ

，
室
町
以
前
に
い
ふ
ご
ろ
の
上
下
は
指
す
ご
こ
ろ
時
に
從

っ
て
明
確
な
ら
す
。
從
來
の
諸
家
多
く
そ
の
説
を
立
て
π

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
せ
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
つ

れ
ご
も
、
蹄
決
す
る
者
あ
ら
す
。
「
何
に
て
も
上
下
一
具
し

つ
　
　
へ
　
　
な

回
る
服
し
隻
齋
随
筆
）
こ
な
す
が
如
き
廣
義
説
あ
り
。
ま
セ

「
ふ
る
や
上
下
こ
い
ふ
は
み
な
直
垂
の
事
」
（
三
下
浪
語
）
ご

漸
ぜ
し
が
動
き
狭
義
説
も
存
す
。
然
れ
ご
も
今
は
そ
の
雷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
へ
　
ゐ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

否
を
批
評
論
議
す
る
の
要
な
け
れ
ば
、
π
“
室
町
以
降
の

ら
じ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
む
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
セ
　
　
つ
　
　
　
へ

三
遷
に
つ
い
、
て
馨
言
せ
ん
。

　
當
代
の
初
期
に
い
ふ
「
上
下
は
多
く
蕊
誰
を
い
ふ
も
の
》

動
く
、
（
爾
岬
巡
贋
公
記
・
水
運
三
年
四
月
廿
ふ
ハ
B
條
に
「
A
コ
R
灘
誤

記
エ
泥
引
移
目
昏
田
一
同
、
⊥
ハ
郎
｝
屑
衣
」
小
袴
、
⊥
自
訴
〉
　
後
鼻
五

　
　
　
　
　
ぐ
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ド

騎
、
鳥
耀
子
上
下
‘
去
々
な
ご
も
，
素
襖
ど
は
見
ね
す
◎
）

　
　
へ
　
　
ち
　
　
ヰ
　
　
る
　
　
ミ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
セ
　
ゆ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
な
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
へ
　
　
の
の
　
り
　
　
む

次
で
素
襖
を
呼
ぶ
こ
ご
、
な
れ
り
じ
が
そ
は
中
期
く
よ
リ

へ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
も
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ネ

の
こ
ご
な
る
べ
し
夕
将
軍
が
群
書
を
引
見
す
る
に
當
て
素

　
　
　
第
三
巻
　
叢
訊

襖
を
用
み
る
は
、
明
懸
（
？
）
丈
魑
の
比
よ
り
し
て
例
こ
な

　
　
　
　
　
　
　
の

れ
る
に
似
π
り
。
、
是
等
も
併
せ
考
ふ
る
の
値
あ
ら
ん
か
。
）

　
肩
衣
袴
も
天
交
永
線
以
降
そ
の
稽
多
く
見
ゆ
。
初
め
は

　
　
　
　
　
　
　
ね

鳥
帽
子
を
用
み
し
、
例
も
あ
れ
ざ
、
後
に
は
全
く
町
回
に
し

て
最
用
す
・
べ
き
紅
斑
こ
な
り
、
折
～
代
的
服
飾
の
横
総
職
的
形

式
は
成
立
す
る
に
至
れ
り
。

　
註

　
（
王
）
政
家
子
記
文
絶
四
年
正
月
↑
目
篠
に
．
一
、
細
川
右
京
大
夫
被
召
出
常

　
御
所
御
霜
被
下
天
盃
．
敦
々
．
（
中
断
・
折
回
三
千
監
上
下
云
々
」
ご
見
ゆ
○

　
欝
時
將
軍
の
三
内
も
表
冠
或
ほ
漉
垂
な
り
し
が
故
に
，
一
元
の
構
勢
を

　
以
【
て
す
ビ
も
潔
　
襖
を
帰
贋
・
し
て
鷹
沖
講
ず
る
が
r
塗
壁
よ
｝
建
は
磁
｛
か
る
べ
・
し
き

　
信
ず
○

　
（
2
）
　
是
に
つ
ゼ
て
は
異
論
な
き
“
あ
ら
す
e
風
俗
研
究
異
所
取
「
窒

　
町
時
代
の
羅
物
に
つ
い
イ
．
」
塾
看
℃

　
（
3
）
　
寛
胤
卿
誕
文
亀
∴
年
正
月
十
臼
傑
に
「
遅
年
如
臨
」
ξ
い
へ
日
り
、
〉

　
（
4
）
　
光
源
源
院
殿
御
元
服
記
に
「
同
月
甘
二
月
弾
正
少
弼
定
頼
、
族
詔

　
　
　
　
　
　
　
つ
　
づ
　
つ
　
　

　
　
へ
晶
御
回
（
雪
冤
暑
）
復
襲
束
餐
出
馬
姻
子
袴
下
衣
・
也
」
ビ
n
兄
…
ツ
．
に
（
天
丈
十
五
年

　
十
二
員
の
こ
ご
）

　
最
後
に
繊
の
螢
達
を
考
ふ
る
に
、
掛
の
前
身
が
室
町
初

服
飾
匹
覗
は
れ
六
ろ
室
町
峙
代
の
會
敵
萌
傾
蓋

第
二
號

山ハ

ｵ
　
　
（
二
四
三
）

蓼



〆

第
三
巻
　
　
叢
　
訊
　
　
服
飾
に
現
は
れ
れ
ス
室
町
時
代
の
赴
滞
流
傾
陶

笹
以
降
著
し
ぎ
螢
展
を
示
せ
し
表
着
の
小
謡
な
る
べ
き
は

既
に
説
け
り
。
故
に
こ
れ
よ
り
少
し
く
「
袴
」
着
用
制
度
の

頽
磨
を
述
べ
、
併
せ
て
湯
掛
に
及
ぶ
べ
し
Q
從
來
女
子
の

・
服
飾
を
完
成
せ
ん
が
た
め
に
は
殆
ん
ざ
絶
謝
に
袴
を
省
馨

し
得
ざ
・
し
こ
む
、
改
め
て
言
を
侯
銘
す
。
然
る
に
鎌
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
り

の
申
世
よ
り
女
官
等
も
四
時
は
こ
れ
を
用
ゐ
ざ
る
風
こ
な

マ
　
へ

b
ぬ
、
申
務
内
侍
日
記
に
、

　
　
日
く
れ
ぬ
、
（
中
署
）
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
ほ
こ
に
御
宰
あ
り
ご
き
、
て
、
（
中

　
　
　
り
　
む
　
む
　
　
ワ
ド
い
　
あ
　
へ
　
も
　
　
へ
　
ぬ
　
も
　
へ

　
　
暑
）
さ
ほ
な
る
袴
ひ
き
落
こ
イ
、
き
つ
、
や
が
て
λ
ら
煙
お
に
し
、
拳
し
て

　
　
表
の
か
け
や
う
思
ひ
ぐ
・
こ
ろ
あ
り
、
（
中
暑
）
こ
つ
ら
ひ
や
誉
し
な
ご
御

　
感
じ
あ
っ
か
ろ
、
（
弘
安
十
一
年
十
一
月
十
、
七
“
縢
）

　
な
ご
見
ゆ
る
け
そ
の
一
讃
に
し
て
、
時
世
の
推
移
ビ
共

に
漸
次
そ
の
範
園
を
籏
大
し
搾
り
、
室
町
幕
府
の
盛
世
に

、
は
公
席
に
於
て
さ
へ
、
是
を
省
く
者
あ
る
に
至
り
訟
。
そ
れ

に
俘
ひ
て
、
路
式
の
袴
（
？
）
を
用
み
る
の
風
ま
泥
起
れ
り
◎

謡
漸
謂
「
屯
バ
ヵ
マ
」
し
な
る
新
形
式
の
流
行
は
そ
の
讃
ビ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

ふ
べ
く
、
親
俊
目
記
天
交
八
年
正
項
五
B
條
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
に
　
も
　
し
　
　
　
　
む
　
　
　
　

　
　
御
ハ
ガ
タ
メ
辰
剋
貴
殿
御
ウ
ラ
ウ
チ
、
（
中
署
）
御
中
老
屯
バ
カ
マ

第
二
號

山ハ

ｪ
　
　
（
二
四
四
）

　
　
　
む
　
む
　

　
御
漏
之
由
（
下
署
）

　
な
ご
い
へ
る
も
一
例
こ
す
る
に
足
る
べ
し
。
加
之
袴
の

　
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ぬ
　
も
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ

省
略
は
自
然
に
服
飾
着
用
法
の
愛
蓬
を
促
進
し
、
下
着
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ゐ
　
ぬ
　
う

登
逮
ご
相
侯
っ
て
、
表
着
小
袖
を
輩
に
打
か
け
て
装
ふ
に

し
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
や
む
る
の
風
を
な
せ
り
。
謂
れ
小
袖
の
み
に
し
て
袴
を

　
　
　
　
　
　
を
　
　
へ
　
　
も
　
　
あ
　
　
オ
　
　
　
　
　
う
　
　
へ
　
　
ち
　
　
セ
　
　
へ
　
　
も
　
　
じ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し

省
く
ご
き
は
、
身
密
話
に
形
式
の
順
化
乏
し
き
が
た
め
な

ヘ
　
　
へ
　
つ

る
べ
し
。
か
く
の
如
く
に
し
て
カ
イ
ド
リ
の
形
式
を
登
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
へ
　
　
し
　
ひ
や

せ
し
他
に
、
近
世
公
武
の
間
に
行
は
れ
し
腰
憲
、
な
る
風

へ
　
へ
　
も
　
ゑ
ヘ
　
へ

も
ま
だ
起
れ
り
◎
こ
れ
は
π
衣
及
袴
の
省
略
せ
ら
る
、
が

沈
め
に
生
じ
だ
る
服
飾
形
式
の
敏
陥
を
補
は
ん
こ
す
る
趣

意
に
他
な
ら
ざ
る
な
り
。
詰
れ
ざ
も
室
町
時
代
を
通
じ
て

腰
憲
の
論
叢
は
未
だ
行
は
れ
す
。
當
時
の
記
録
に
は
す
べ

て
湯
蓉
ご
記
さ
れ
．
亙
り
。

　
註

　
（
－
）
　
旦
娼
に
つ
い
で
β
μ
別
r
ド
詳
述
ず
・
，
へ
・
し
O

　
（
2
）
モ
ハ
カ
マ
な
る
名
稽
ほ
果
し
て
正
し
ら
欝
呼
な
う
か
、
一
部
の

　
俗
聡
な
る
か
明
な
ら
す
・
．
公
家
方
の
輯
録
に
に
1
少
な
く
も
管
見
F
工



　
れ
ば
一
真
Q
て
灰
見
置
き
が
如
し
・
・
或
は
想
ふ
、
括
れ
武
家
式
放
買
家

　
の
術
瓢
…
に
過
ぎ
ざ
る
べ
し
亡
○
さ
に
い
へ
浮
、
の
形
式
に
r
至
っ
て
隙
μ
公
武

　
の
い
つ
れ
に
も
實
用
ぜ
ら
れ
し
ご
見
ゆ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヤ
　
ヘ
　
カ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
へ
　
も

　
（
呂
）
直
垂
の
一
種
ウ
ラ
ウ
チ
ヒ
タ
・
レ
ミ
呼
ぶ
者
を
い
ふ
。
箪
直
垂

　
　
も
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
も

　
に
劉
す
る
語
に
し
て
、
三
三
准
后
日
記
三
六
五
年
二
月
＋
二
賃
條
ド
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
む
む
　
　
む

　
駆
御
歌
直
首
、
〈
楽
園
）
悪
婆
御
小
薩
衣
．
（
中
署
）
武
家
裏
響
直
璽
蔦
い

　
ひ
、
三
月
廿
九
目
縢
に
、
室
町
殿
今
臼
蹴
鞠
御
重
在
之
、
仁
和
弥
一
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
む
ラ
　
ラ
　
つ
　
む

　
親
王
（
申
磐
）
爲
見
物
被
劣
、
（
中
異
）
力
者
輩
颪
垂
数
輩
な
ご
見
ゆ
吾
．

　
（
4
）
　
公
家
著
用
の
例
に
戴
子
女
王
日
記
實
政
三
年
七
封
十
耗
H
條
。

　
簾
中
備
忘
抄
等
に
見
ね
、
武
家
方
の
そ
れ
は
．
、
紀
州
家
の
「
御
簾
中
様

　
年
中
御
衣
服
」
六
月
＋
六
臼
嘉
完
七
月
七
日
．
入
月
朔
日
糠
等
に
見
ゆ
。

　
湯
審
は
鎌
倉
の
中
肚
女
官
等
の
往
々
用
み
る
こ
こ
ろ
な

り
し
も
、
本
影
は
御
湯
殿
奉
仕
の
節
に
限
り
衣
服
の
灘
二

等
を
避
く
る
の
品
に
し
て
、
李
時
着
用
す
べ
き
も
の
に
あ

ら
す
○
ま
し
て
公
服
に
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
ご
き
は
禮
を

敏
け
り
こ
い
ふ
べ
し
。
然
れ
ざ
も
外
界
の
事
情
は
、
服
飾

こ
し
て
の
地
位
向
上
す
る
に
件
ひ
、
’
逐
次
そ
の
地
質
色
彩

の
登
達
を
家
し
、
南
北
の
箏
圃
の
際
に
至
っ
て
は
既
に
公

服
の
一
部
こ
な
つ
、
　
（
｛
貫
冬
蔦
寵
∵
永
徳
二
」
年
五
日
〃
山
ハ
日
條

墾
着
、
零
時
は
多
く
夏
期
の
み
に
用
ゐ
ら
れ
に
り
け
ん
。
）

室
町
の
初
世
に
は
、
袴
の
地
位
を
奪
は
ん
こ
す
る
に
及
べ

う
O
（
記
聞
御
記
等
に
三
口
多
し
ゆ
）
さ
れ
ば
職
國
時
代
に

於
け
る
諸
侯
夫
人
の
省
配
員
に
は
湯
量
着
用
の
風
姿
を
描

　
　
ぜ

け
る
も
の
あ
り
。

　
上
に
蒔
く
こ
こ
ろ
未
だ
全
か
ら
す
ご
ご
は
い
へ
、
蓮
代

的
男
女
装
の
代
表
的
形
式
の
罪
代
に
そ
の
起
原
を
有
す
る

愚
闇
は
略
立
照
し
得
だ
り
ご
信
ず
。

　
服
飾
史
の
峠
下
よ
り
し
て
室
町
時
代
の
傾
向
性
を
指
示
、

す
る
に
足
る
べ
き
事
實
は
も
こ
よ
り
以
・
上
の
諸
融
に
止
ち

ざ
る
も
研
説
多
岐
に
周
り
徒
に
多
く
の
難
平
を
汚
さ
ん
こ

ご
を
恐
れ
て
、
甘
い
主
な
る
項
目
を
爆
げ
π
る
の
み
。
若

し
共
学
當
を
鉄
け
る
も
の
あ
ら
ば
、
博
雅
の
垂
示
を
撃
ち

て
改
む
に
客
な
ら
ざ
る
べ
し
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
六
・
†
一
・
中
旬
）

第
三
巻
　
　
叢
訊
　
　
服
飾
に
現
は
れ
れ
ろ
室
町
時
代
の
靴
獣
的
傾
陶

第
二
號

六
九
　
（
二
四
五
）
、


